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① やあ！お早う　明るい挨拶　さわやかに
② 信号で　あわてず　あせらず　待つ余裕
③ ひろがるな　参加者だけの　道じゃない
④ 自分のごみ　自分の責任　もち帰り
⑤ 歩かせて　いただく土地に　感謝して

～ウォーキングマナー五ヶ条～

信号のある交差点を右折

那珂川を越えリリーアリーナMITO手前を左折

道路を渡り、民家脇の階段を降りて青柳夜雨方面へ

国道 349号の下をくぐる

柳河小を過ぎたら右折する

横断歩道を渡り柳河市民センター方面へ

ひばりヶ丘五差路を左折し常陸太田方面へ那珂市役所前交差点を右折

止まれの標識のある交差点を右折し五差路方面へ

水戸農業高校の敷地に沿い左折

左折し県道 38号線へ

用水路を超え左折

水戸駅

スタート (水戸市⇒那珂市コース )

ゴール ( 水戸市⇒那珂市コース )

水戸市⇒常陸太田市コース中継地点 (裏面コースへ続く )

黄門さんの漫遊さくら堤

青柳夜雨 あおやぎやう ( 水戸八景 )

柳河市民センター

根本正生家

清水洞の上公園

一の関ため池親水公園

スタート (水戸市⇒常陸太田市コース )

6

　水戸城の正門にあたる、最も格式が高い門
であり、土塁に取り付く城門としては国内で
も屈指の規模を誇ります。明治初期に解体さ
れましたが、令和２年２月に復元しました。

みとじょうおおてもん水戸城大手門

　水戸藩９代藩主・徳川斉昭公が1841年
に創設した。当時、日本最大級規模の藩校で
あり、ここで水戸藩士とその子弟が学問と武
術を学びました。初春には約60種 800本
の梅が咲き、偕楽園とともにたくさんの観光
客が訪れます。

こうどうかん弘道館

　徳川光圀公が生まれ、４歳になるまで過ご
した地に立てられている神社。

こうもんじんじゃ黄門神社1

2

3

1

23

　明治時代から大正時代にかけて、衆議院議
員として活躍し、青少年の育成に関する法律
を整備した根本正の生家があります。

ねもとしょうせいか根本正生家44

　市指定の天然記念物「清水寺の杉」や四季
折々の草花、夏にはホタルが飛び交う見どこ
ろ満載の公園です。

しみずどうのうえ
こうえん清水洞の上公園5

5

　園内には風情溢れる茅葺屋根の古民家のほ
か、冬には白鳥が訪れる池があります。

一の関ため池親水公園6
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杉山門

水戸大手門広場
二の丸展示館・彰考館跡弘道館 3

水戸城大手門 2

黄門神社 1

スタート (水戸市⇒那珂市コース )
スタート (水戸市⇒常陸太田市コース )
水戸駅

歩道橋を渡り黄門神社方面へ

水戸駅周辺拡大図

右上図

常陸大宮市

常陸太田市

東海村

那珂市

ひたちなか市

水戸市

水戸市⇒那珂市コース
（約15ｋｍ　約4時間20分）

水戸市⇒常陸太田市コース
（約30ｋｍ　約9時間）

水戸市・常陸太田市・那珂市
３市広域ウォーキングマップ

水戸藩の時代から深い関係が
あった水戸市・常陸太田市・
那珂市の３市が、それぞれ周辺
市町村との合併を記念し、平成
17 年に始まったウォーキングイ
ベント「水戸黄門さま漫遊ウォー
ク」を通し、３市が友好と連携を
深め、長年にわたり歩いてきた
コースを紹介します。

水戸黄門こと徳川光圀公生誕の地（水戸）から、
晩年を過ごした地（常陸太田）へ


